
１. 研究の背景と目的

　児童生徒の現代的な健康課題として、肥満・痩身、

生活習慣の乱れ、メンタルヘルスの問題、アレルギー

疾患の増加、性に関する問題のほか、時代の変化と

ともに新たに生じる多様な健康課題が挙げられてい

る。1)

　こういった学校における児童・生徒の健康に関す

る諸課題を研究協議し、健康づくりを推進するため

の組織に学校保健委員会がある。学校保健委員会は、

下の図－ 1 のような構成をとることが多く、より

地域に開いた委員会を地域学校保健委員会と呼ぶこ

ともある。

　この組織の全国の平均設置率は、小学校 97.5％、

中学校 96.5％、高等学校 94.2％ であるが、殊に長

野県は小学校・中学校・高等学校とも 100％の設

置率であり 2)、年に 1 回以上開催されるのが通常と

なっている。つまり前述のような健康課題の改善や

解決については、学校だけとか家庭だけといった単

体で行うよりも双方または関係機関が連携して取り

組んでいくことが大切であると認識されているとい

う表れであろう。しかし、開催にあたっては「開催

時間の設定や時間の確保が難しい」「議題や進め方

がマンネリ化してきている」「一部の職員に負担が

かかり共通理解が得にくい」「参加者が集まらない」

などが課題として挙げられている 3)。また、年１回

のみの開催が多く、充実した議論が行われていない

など質的な課題がある 4) とも指摘され、その機能

についても見つめ直す必要を感じている。

　そこで本研究は、長野県中信地区小学校の学校保

健委員会の近年の内容をまとめ、学校保健委員会の

現状について報告し、参加者への質問紙調査により

学校保健委員会の活性化に繋げるための資料を得る

ことを目的とした。

2．倫理的配慮

　本研究は、松本短期大学研究倫理委員会の承認を 

得ている（承認番号 201702）。

　学校保健委員会を主催する学校の学校長に研究の

目的や調査内容を説明して承諾を得た後、学校保健

委員会参加者には調査協力は自由意志であること、

拒否しても何ら不利益は無いこと、個人が特定され
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ては意味内容が類似しているものを整理・分類した。

4．結果

①近年の学校保健委員会のテーマ・内容等の現状に

ついて

　協力校のうち 4 校の学校保健委員会のテーマや

内容について次の表－ 1 から表－ 4 にまとめた。

2013（平成 25）年から 2016（平成 28）年までの

4 年間の取り組みについての記載をもとにまとめた

ものである。

　各校に共通しているのは、

・年度ごとに「食育」や「生活習慣」など何らかの

　テーマが決められており、それについての講話や

　講演、討議が行われている

・テーマとは別に報告の時間が設けられ、児童の身

　長や体重に関すること、う歯に関すること、体力

　に関することの報告がされることが多い

・参加者は、学校職員の他に学校医や学校歯科医ら

　と PTA 役員に比較的固定されており、児童が参

　加する会は計画されておらず、また PTA 役員以

　外の一般の保護者や地域住民はほとんど参加され

　ていない

・平日の夕方または夏休み中の平日の日中に開催さ

　れることが多く、いずれの学校も年 1 回の開催

　である

の 4 点であった。

ることは無いことを説明し、質問紙の提出をもって

同意とした。

３．方法　

①調査対象者　

　調査対象は、筆者が講師として招かれた 2017 ～

2018 年度の 7 小学校の養護教諭と学校保健委員会

の参加者 293 名であった。

②調査期間及び調査方法

　調査期間は 2017 年 8 月～ 2018 年 9 月のおよそ

1 年間で、無記名の選択式・自由記述式質問調査を

実施した。

③調査内容

　協力校の養護教諭には、過去 3 ～ 5 年の学校保

健委員会のテーマや内容、参加者のおよその人数等

についての記録提出を求めた。

　また、学校保健委員会の全参加者に、属性、学校

保健委員会の認知に関する質問、協議題として取り

上げてほしい児童生徒の健康課題、希望する開催の

形式や形態について質問した。その内、学校保健委

員会を企画する側の立場の参加者（教職員の中で校

務分掌により自己判断）には、推進上の困難点につ

いて質問した。

④分析方法

　選択式質問については質問項目ごとに単純集計を

行い、属性別の回答傾向を調べた。自由記述につい
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結果となり、体力や運動能力について (55.6%)、生

活習慣について (49.5%)、次いで心の健康について

(48.1%)　が多かった。さらに、「これらのうち最も

気になる健康課題は何か」という質問についての回

答（複数回答不可）を 2 大属性の教職員と保護者

別に集計した結果が図－ 4 である。教職員・保護

者の両者とも気になる健康課題として挙げた上位

3 つ「生活習慣について」「体力や運動能力につい

て」「心の健康について」は合致した。しかし、教

職員が最も気になる健康課題として挙げた「生活習

慣について」(54.3％ ) は保護者にとっては 3 番目

(18.2％ ) であり 36.1% の開きがあることが分かっ

た。一方、「喫煙や飲酒について」「災害時の安全や

環境に関すること」「性に関すること」の割合は低く、

中でも「喫煙や飲酒について」が最も低い割合だっ

た。

　「学校保健委員会がどのような形式や形態で行わ

れることが望ましいか・参加したいと思えるか」と

いう質問に対しては、講演や実技伝達が最も多く

(44.8%)、次いで児童生徒の発表 (24.3%) であり、

報告 (7.4%) が最も少なかった（図－ 5）。

　学校保健委員会を企画推進する際に最も苦慮する

ことは「テーマや内容を決めること」(54.5%) であ

り次いで「参加者の確保」(22.7%) であった（図－ 6）。

②質問紙の分析から

　調査対象のうち 285 名から有効な回答が得られ

た。属性は、教職員が 102 名 (35.8％ )、教育委

員会関係者が 0 名（0％）、学校医や学校薬剤師・

保健師が 2 名 (0.7％ )、子どもの保護者が 180 名

(63.2％ )、その他が 1 名 (0.4％ ) であった。

　学校保健委員会の組織や役割について、知っている

人は 132 名 (46.3％）、知らない人は 153 名 (53.7％）

であり、「知らない」が「知っている」を上回った。

「知っている」保護者は 180 名中 34 名（18.9％）

にとどまり、教職員の中にも「知らない」が 5 名

（4.9％）いた。

　協議題として取り上げたい児童生徒の健康課題

（全参加者 複数回答可）としては図－ 3 のような
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図－2　学校保健委員会参加者の属性別割合
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での授業や生活に取り入れること】【家庭で実践で

きるように工夫すること】【学校保健委員会に参加

できなかった家庭など全家庭に周知したり共有した

りする手だて】の大きく 3 つに分類できた。

　冒頭で述べたように、児童生徒の健康課題は時代

の変化とともに多様化してきている。成果が上がっ

た取り組みや先進的な取り組みを参考にして、今後

も組織的で継続的な実践が行われることが望まれ

る。
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５．考察とまとめ

　長野県中信地区において学校保健委員会は、児童

生徒の健康課題の解決を目指して、年 1 回何らか

のテーマを設定して開催されている。そして、マン

ネリ化しないように形態も工夫されているように思

われる。反面、学校保健委員会の役割や定期開催さ

れていることなどに対する保護者の認知度は必ずし

も高くなかった。また、教職員が気がかりとしてい

る児童の健康課題と保護者のそれとは比較的大きな

相違があり、問題意識に差が感じられた。

　この会を企画推進する保健主事は、最も苦慮する

ことに「テーマや内容を決めること」を挙げており、

テーマや内容をどのように決めていくかが学校保健

委員会の認知度や機能に関して大きなポイントにな

るところである。事前に学校保健委員会の方向を定

めるための調査を実施するなどして、児童生徒の健

康課題の実態や新たな問題等について教職員や保護

者らが共通認識をもつことが不可欠である。

　また、児童生徒が参加することについては課題解

決に繋がる期待が寄せられている。児童会・生徒会

の委員会活動が学校保健委員会の場で報告や提案を

するような形式、あるいは保護者と共に討議する形

態などを試みる価値はありそうである。ただ、中小

規模の学校が多い長野県は、保健主事を養護教諭が

兼ねることが多く、その養護教諭も各校 1 人配置

のことが多い。保健室へ来室する子どもの人数の増

加と来室理由の多様化に伴い子ども 1 人当たりの

対応時間も増加しており 5) 、養護教諭は非常に多

忙である。筆者は、Ｘ小学校での学校保健委員会に

おいて児童の報告の場や参加者との討議の場を設け

た実践を報告した 6) が、年度当初から準備するな

ど入念さは必要であった。したがって児童会や生徒

会が無理なく参加できる方法を模索する必要がある

と考える。最後に学校保健委員会の開催後に、協議

した内容を実践に繋げ活かすためにどのようなこと

が必要であるかという自由記述については、【学校
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